

























内陸部 2）において、ガリシア語を母語とする 50代から 60代の男女から得た
数値である。もう少し、詳しく分析すると表 2 海岸部では咽頭音 36％、軟
口蓋音 35％、口蓋垂音 16％、声門音 6％、硬口蓋音 6％の順になる。表 3 

































 ヘアーダの研究については Fernández Rei(1990)が知られているが、ここ
では Labraña-Barrero e Oosterzee (2003)が音響音声学上の見地に立った
分析を行っているので、その方法を利用してヘアーダの種類を頻度順に分類
すると次のようになる。(発音記号は IPA に従う) 
 調音位置                     %                  40 
・咽頭音[ħ]unvoiced pharyngeal fricatives  29,4 
・声門音[ɧ]unvoiced glottal fricatives     24,5 
・軟口蓋音[x]unvoiced velar fricatives     23,0 
・口蓋垂音[χ]unvoiced uvular fricatives   19,8 
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軟口蓋音 35%、口蓋垂音 16%、声門 6%、硬口蓋音 6%の順になる。内陸部で










 調音位置                   %                    40 
・咽頭音[ħ]unvoiced pharyngeal fricatives  36 
・声門音[ɧ]unvoiced glottal fricatives      6 
・軟口蓋音[x]unvoiced velar fricatives     35 
・口蓋垂音[χ]unvoiced uvular fricatives   16 
・硬口蓋音[ç]unvoiced palatal fricatives    6 
表⒉ 
内陸部のヘアーダ分析 
 調音位置                  %                   45 
・咽頭音[ħ]unvoiced pharyngeal fricatives  23 
・声門音[ɧ]unvoiced glottal fricatives     44 
・軟口蓋音[x]unvoiced velar fricatives      9 
・口蓋垂音[χ]unvoiced uvular fricatives   26 




Fernández Rei(1996:13) におけるヘアーダ gheadaの定義は、無声または
有声咽頭摩擦音(fricativa faringal)または喉頭摩擦音(fricativa 
laringal)として、表記上 ghの連字を用い ghamela, cheghei, aghrú, lògho
などをあげている。無声軟口蓋摩擦音(fricativa velar)は kharnde, 
Kharsía,  nekhro, dikhamosがあり、カステラニスモとして conghèladore, 




　この分析結果は Fernández Rei（1990:163）が表す言語地図（図 1）において、
海岸部のヘアーダは咽頭音［ɧ］, 軟口蓋音［x］が多くを占めている実現と一致
する。
　Fernández Rei e Carme Hermida（1996:13） におけるヘアーダ gheadaの定義
は、無声または有声咽頭摩擦音（fricativa faringal）または喉頭摩擦音（fricativa 
laringal）として、表記上 ghの連字を用い ghamela, cheghei, aghrú, lòghoなど
をあげている。無声軟口蓋摩擦音（fricativa velar）は kharnde, Kharsía,  nekhro, 
dikhamosがあり、カステラニスモとして conghèladore, eghemplo, Khuanをあ
げている。
図1　浅香（1992：88）から転載
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に Rodríguez Lorenzoは 1934, 1974, 2008の三種類のデータからヘアーダの等
語線を引いた図が次のように示されている。（Rodríguez Lorenzo: 2009:465）
・ 等語線 1934　ALPIイベリア半島言語地図作成にあたりAníbal Oteroの調
査結果から引かれたもの。
・ 等語線 1974　ALG ガリシア言語地図 IIIの調査結果から Fernández Reiが
画定したもの。












　Fernández Rei e Carme Hermida（1996）にサンティアゴ周辺の Teo市 , Oroso
市で採集した録音データがあるので、その資料を精査すると cheghaba, digho, 
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・等語線 1934 ALPIイベリア半島言語地図作成にあたり Aníbal Oteroの調
査結果から引かれたもの。 
・等語線 1974 ALG ガリシア言語地図 IIIの調査結果から Fernández Reiが
画定したもの。 




















a b c d e f g h i j
100 100 96 95 94 94 91 88 85 79
k l m n o p q r s t
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る logo は［loɰo］, ［lɔxo］, ［lɔho］のバリアントが検出され、「猫」を意味する
























の一部を音転写すると、［se falas powko ɰaleɰo（galego）| … dis ɰato（gato）|ɛ 







a b c d e f g
99.03 94.59 94.12 91.84 90.43 89.63 85.66
h i j k l m n
79.41 65.39 30.30 23.2 13.89 12.94 11.4
o p q r s t u v




農業従事者である。興味深い点は fと p は同一地域であるが、インフォーマ
ントは異なるばあいである。二人は都市近郊に住む 60代の女性である。話














































リシア語の規範を守るべきである」と La Voz de Galicia紙の記事（2014.10.25）
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